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＜55年前の1954（昭和29）年3月1日は、「第五福竜丸事件」の乱9月には久保山愛吉さんが死去＞
●1954年3月1日、アメリカは太平洋のビキニ環礁で水爆実験を行います。静岡県焼津潜所属の
マグロ漁船「第五福竜丸」は、太平洋マーシャル諸島のビキニ環礁の東方160和の危険水域外
で操業中でしたが、一瞬、南西の水平線に「西に昇る太陽」の閃光を見て、7・8分後に爆発音
を聞き、約3時間後に放射能を含む白い「死の灰」を船上一面にかぶった。●「第五福竜丸」は
3月14日焼津潜に帰港。読売新聞が16日朝刊で「原爆実験か」とスクープ。国際的な問題に拡
大した。乗組員23名全員が被曝し、9月23日に無線長の久保山愛吉さんが放射能症で死去。
●アメリカは「第五福竜丸」をスパイ扱いし実験台にしようとするが、ヒロシマ・ナガサキに
次ぐ第三の被爆事件で、核兵器実験反対や核廃絶運動が全世界に拡大していく。●さ
らに放射能汚染が話題となり、日本映画『ゴジラ』が登場するのはこの年の11月のことです。
＜写真＞は54年8月6日、病室でインタビューに応える久保山愛吉さん。

最後のことばは、「原水爆の被害者はわたしを最後にしてほしい」

＜3月IB捗ビキニ雫一・「第五福竜丸事件」の8＞

首・夢の屋の屠甜者励乙みき鋸〝
ト「第五福竜丸」を被曝させた水爆の「ブ
ラボー」は15メガトン、広島型原爆の1，150倍、
当時史上最大の水爆でした。
「第五福竜丸」以外に、のべ8（X）隻の日本漁船、
漁民2万人が被曝したと推定されています。同時
に被曝したマーシャルの島民も甚大な放射能被害
にいまだに苦しんでいます。
また、「第五福竜丸事件」は第3の被爆（被曝）
で、日本国民が原子爆弾、水素爆弾の両核爆弾の
被爆（被曝）体験を持つことになりました。

▲マクロ延縄漁船としで召置してLV≡頃の「箋胤140．86トス全罠お．∈6rTl。幅
19m、馬力250、速力5ノット。1947年和歌山県串本町でカツオ漁船「第七事代丸」（ことし
ろまる）として進水その後焼津市でマグロ漁船に改造され「第五福竜丸」として操業していま
した被曝後に改造され、東京水産大学の練習船「はやぶさ丸」となる。1967年に老朽化で廃？1、
船になり、ゴミとしノて東京の夢の島に放棄されていた力＜右写真＞、－通の新聞投書などから保



．この被曝した第五福竜丸を直接取材した新聞記者が、かつて原町市に長く「朝日新
聞原町支局長」として住んでおられ、その取材の様子を次のように語っています。そ
して、こ 影響か、 1985年の夏、ガンで亡くなっています

斬尚書己者として「第五福竜丸」を取ホ
元・朝日新聞原町支局長 清野粛艮汚（故人）

31歳、島田市の朝日新聞の記者でした
「第鮒の時、私は31歳）朝日新聞の
静岡県島田市通信局の記者でした。
世糸己の大事件であるこの「第五福竜丸事件」について、
私に第一幸田も入ったのは、3月16日の午前3時ごろだ
ったと思いますと本社から、「ロイタJ電で、焼津の漁
船が何か光を見てやけどをしたらしいと入電した。すぐ
に調べよ」と言ってきたのですもその頃ちょうど島田市
で少女の誘拐殺人事件があって、私はそちらの取材に追
われていたのですが、朝日新聞の島田市通信局員は私ひ
とりでしたから、すぐにタクシ」で、牌ことびました。
一乗海道の国道1号線はその頃、簡易舗装ぐらいだったか
な、松並木なんかそっくり残っていました。
牌こ者′、たのは明け方の6、7時頃でしたっ早速巻こ
行き、第頭高竜丸を取材しました∴帝晩熟電話封笥いたり、
舟の写真を頬影したり。「ピカッとした光を見た」とか、恢
のようなものが降ってきた」とか話し刊、て、乗組員なん
か歓　どこもやけどをしている様子なんか感じられま
せんでしたよ，魚をとる網なんかを相帥ナロ、ました。
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私も甲板にあがり船の中に入ってみたり、白い灰のよ
うなものを直簾昔でつまんだりしました。今でこそ、そ
れが加で、その恐ろしさが分かっ¶ヽますから、
そんなことをするは罰まありませんが、その時は誰も
放射能のことなんか知らな叛知らないっていうことは
本当に恐ろしVt「死の灰」を指でつまんでみると、米
粒の半分ぐらいで、塩のかたまりのような、ふわふわし
ているような白い細枠でしたよ。ほうきでかき集めビン
にも入れ、今考えるとヒヤリとしますと

読売新聞がスクープ　私は「抜かれた」
二塁承こなって朝搾影瀬卍から、ワンサと聯こやってき
ましたっ朝日新聞本社の社会部からは弓田実家労記者が
その日の夕二左右援に来ました。それから一週間ぐらい私
はもう寝る時間もなく酬こ明け暮れました。∴取材と同
時に私は若手の下っ醐已者ですし、地理を知っ刊、
たので案内したり、漁協なん錮こ使い走りさせられたり。
全く忙Uい毎日で私は倒れてしまいました
また、この事件をスクープし、3月16　日の朝刊で
報道したのが、読売新聞焼津通信局の若い阿部記者で
した。彼は大学を卒業したばかりで、焼韓の第五福竜丸
の持掬ご下宿Ln、たわけですニ　3月14日に瀕曝
したとわからないまま船が焼津に帝巻したのですが、そ
の下宿の高校生の虐子さん猟「どうも鮎の様子がおかし
机　とその阿部君に話したことがきっかけになったそう

清野記者の撮影か、1954年3月16日
付「朝日新聞」の第五福竜丸鯵ト

ヨですも幸いにも読売新聞では『ついに太陽をとらえ葦』
という原爆の連載を企画していた時で、それを読んで「お
かしい」と感じたわけですも
阿部君は早速、二十行足らずの原稿を本社に送り、ピ
ンときたディスクが16日の最終敬で報道してスクープ
になったわけですも知時が豊富で相当の自信がなけ緑風
⊥面トップで報道するはずありませんから、本社のデスクワ
ークだったとも思えますこ
阿昏君はたしか静岡県の伊東のf野呂の息子さんで、私は
一緒こ食事をしたり、お金を貸したりの犠分祝し咳二人でし
たこ僻ネで波は菊地寛賞を受賞し、本仕拗勢こなっ
たはずでれその後退社して伊東にいるはずです鵠

放射能には皆、全く無知でした
この事件でマグロが放射能汚染されたということで回収さ
れ窮棄されたりして、日本中が大路酌こなりました。まるで
劫別離泣伝染病のように考えていて見当はずれの対策ばか
りで焉放槻こついてアメリカは一一軒アドバイスはなし
政府もどうして良いか分からなかった）
だから、第璃竜丸の被爆した馴策だつて同じ
で弟初鋤まちょっとやけどをしたくらいに考えでいて、急
性腫なんてわからなし　藤藤　保簡緻静岡県衛生
研究所へ回され兼備で「放射胎ウ訊、じゃない的　と
ようやく入院させる。それだけ当時鱒ロでしたっ
私も2・3日後にガイガ「カウンターで放射能を軋定さ
れ∴頭髪に反応があらわれて、頭髪を全部剃ったようを諾己
憶じ、まま弟他の記者でも丸刈りにされたり。船自体もす
ぐに危険区域ということで立場出こなりました

久保山愛吉さんの妻すずさんのこと
9月に死亡した久凧」」愛吉さんの奥さんのすずさんも、
初めは漁師のおっ母さんという感じで、マスコミからの
問い合わ樹こどう答えたら良いめミなどと私たち塀者クラ
：カこ質問に来たりして、私も文章なんか吾いてやったり、
づ掛こ考えてやったりしました今では人前で堂々とお話
などされているようです切も人間も場を踏んでいけば立
派こなれるんで穐経験が大事なんですね。
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ともかく、この事件は広島、鯛こ次く鰍
しかも、平和頓こおける大事件でしたそして樹ま日
本人ばかり。和他人としては本当は触れられたくない＼詔者
圧【しては「抜かれた」大事件なのです。

（1982（昭和57）年11月14日、原町区本町一丁目朝日新聞原町支局で、事務局山崎の聞き取り。
相馬双葉地区在住者の被爆体験談集『私も証言するヒロシマ・ナがサキのこと』1983年発行より）

【死の灰】は、核兵器の爆発や原子炉内の核反応によって大量に発生する放射性生成物の通称。人体に大きな害
を及ぼす。【被爆】は、爆弾をうけること。【被曝】は、太陽の光にさらされる意味で、放射線にさらされること。
最近では、核実験や原発事故、劣化ウラン弾などの被曝者を広く【ヒバクシャ】の言い方が多く使用される。


